
 みんなで近くの公園にお花

見に行きました。上着と帽子

を被ってお出かけしました。 

 少し風がありましたが、満

開の桜を楽しみました。 
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和楽荘の春

東雲ﾕﾆｯﾄ 齊藤リヨ様  

４月、和楽荘に 8人の仲間が加わりました。 

新人社員の方々は少し緊張している様子でしたが、 

皆さんやる気満々！フレッシュな笑顔でした。 

    

 

 

『竹の子むいたよ！』施設長

から頂いた竹の子と一緒に笑顔

で ハイ！ポーズ 

撫子ﾕﾆｯﾄ 西村ハルコ様  

お二人共 99歳！
白寿のお誕生日をお
祝いしまし
た。                  
『来年は 100歳！ま
だまだ頑張ります。』 

今年もツバメが

たくさん和楽荘に

やってきました。 

日曜日の良く晴れた日、

和楽荘前の田植えの様子

をベランダから見ました。 

事務員 新藤仁子さん 
（しんどうまさこ） 

 

 趣味はホットヨ
ガとストレッチ
で、最近はピラ
ティスも始めま

した。和楽荘も
趣味も全力で楽
しみたいです。

どうぞよろしく
お願いします。 

https://www.warakusou.or.jp/
mailto:info@warakusou.or.jp


新入職員紹介 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

 

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

４階 萌黄・山吹 

 
 

 新入職員紹介 

新入職員紹介 

（左）紫苑ﾕﾆｯﾄ 出本陽菜さん 

       （でもとひな） 

 

 
偉大な先輩方の背中を追い

かけ二人で利用者様に沢山

の笑顔を届けます。 

浅葱ユニット 赤木幸徳さん  

（あかぎゆきのり） 

皆さんのお役に立てる

ように頑張ります。（左） 

撫子ユニット 切川沙耶さん 
       （きりかわさや） 

毎日楽しく過ごして頂ける
ように頑張ります。（右） 

（右）東雲ﾕﾆｯﾄ 長谷川真歩さん 

      （はせがわまほ） 

５階 東雲・紫苑 

５階外出レクリエーション 

「コムズでお食事とお買い物」 

美味しいもの食べて、皆でお買い物 

とても楽しんでおられました。 

萌黄ﾕﾆｯﾄ 平川友香さん 

（ひらかわゆうか）    

「個性豊かな職員さんと

利用者さんと楽しく頑張

っています。」(右) 

ふわふわの綿菓子をみん

なで作って楽しみながら頂

きました。 

カラフルなチョコを
振りかけて、味よし！
色 よ し ！ 大 満 足 ！    
作成後はベランダで皆
さんと一緒に食べまし
た。 

職員と一緒にパンケーキ作り。
『おいしくな～れ！』 

萌黄ﾕﾆｯﾄ 中束和花さん 

（なかつかのどか）    

「肉が好きです。美味し

い肉あれば教えてくださ

い❤」(左) 

バニラや抹茶のソフトクリーム 

美味しけど・・難しい・・・ 

焼きそばの実演がありました。 

「うまそうじゃの～」「おなかすいたね～」

いい匂いで空腹Maxになった時に美味し

い焼きそばが振舞われました。 

 



デイサービス 「和楽（わら）うデイサービス」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能訓練

令和7年2月14日にラボットの「にこ」がデイサービスに来てくれました。 

名前の由来はデイサービスの理念のひとつ、「和楽う（わらう）デイサービス」 

にこにこ笑うから命名しました。 

にこがいると利用者様は皆さん

笑顔になり、「にこちゃーん」と名前

を呼んで話しかけたり、抱っこした

りして、周りの利用者様と交流が

広がっています。 

「おい！にこすけ！」「にこ太郎」

とそれぞれ愛着をもって、独自の

呼び方をされる利用者様もいらっ

しゃいます。 

 

天気の良い日は、青空の下で鳥の

さえずりを聞いたり、さわやかな風を

感じながら、歩行訓練をしています。 

ご自宅での生活を維持、向上させる

ために、一人ひとりのプランを立て、

周りの利用者様の刺激を受けながら

真剣に取り組まれています。 

二胡（にこ）でお祝い 

命名式と辞令交付式 
新しい職員が増えました

癒し部長として任命された 

「にこ」です。 

 

足を上げていっち、に ❕ いっち、に ❕  



広島市戸山・伴・大塚地域包括支援センター 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

QRコード 

その他行事・イベントはこちらから

見ることができます。 

節分おやつレク カラオケ

節分行事の後、おやつのデコレー

ションをしました。ロールケーキの上

にホイップクリーム、目をチョコチッ

プ、角をとんがりコーンで飾り、鬼の

ケーキが完成！ 

色んな表情の 

鬼のケーキが 

できました。 

初めて会ったお二人も隣に座って

マイクを持てば、息もピッタリで、笑顔

があふれていました。 

地域包括支援センターは、高齢者の皆さまが住み慣れた地域で健やかに暮らすため

の様々な相談に対応する地域の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。  

健康まつり ｉｎ 伴東に参加しました！ 

 5 月 18 日（日）伴東小学校で行われた

「第 20回健康まつり in伴東」に参加させ

ていただきました。 

 毎年恒例になりつつある、箸で小豆を摘

み運ぶという手先の感覚・集中力を養うゲ

ーム「あずき運び競争」のコーナーを設置

しました。今年は得点表をプロジェクターで

写し出し皆様により見えやすくなるように

し、下は 4 歳から上は 80 代まで約 200

名の方がゲームに挑戦されました。  

 当日は天気にも恵まれ老若男女大勢の

方が来られており皆さまのたくさんの笑顔

にふれ、元気を頂いた１日となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安佐南区にお住いの高橋さん、毎週ヘルパーが訪問すると笑

顔で快く招き入れて下さいます。 

物腰、言葉がとても柔らかです。一緒に食材の注文や、生活

支援で訪問しています。 

自分でできる事は自分で。といつも言われていて、ゴミ出し

や通院支援は地域のボランティアさんの協力で 1人暮らしを

続けられています。 

遠方にお住いの子供さんが帰省される時はとても嬉しそうで

す。 

ヘルパー訪問に「感謝です。助かってます」と、いつも話して

下さいます。 

これからも日々穏やかにお過ごしいただけるよう、地域の皆

さん、主治医の先生、訪問看護さん、ケアマネさん、と協力して

訪問させて頂きます。 

この度は広報へのご協力ありがとうございました。 

 

伴の和カフェ 

昨年オープンした「伴の和カフェ」も２年目を迎えるこ

とができました。今年度よりリズム体操を開始いたしま

した！選曲は、橋幸夫さんの「恋のメキシカンロック」で

す     奇しくも最近のニュースで、橋幸夫さんがアルツハ

イマー型認知症であることを発表されました。認知症を

発症しても「好きな歌を歌い続けたい」と言われた言葉

に力をもらいました。  

これからも、カフェの時間を有効に利用し、地域の皆

様と認知症について知識を深めていけたらと思ってお

ります。                                                   

どうぞお気軽にお越しください。お待ちしております。 

新！事務員、富田（とんだ）です。                

和楽荘にて２６年間勤務し、令和６年               

3月に定年退職しました。  

７か月間、趣味のサックスやドラムの               

演奏、旅行等を楽しみ、パワーを蓄え、              

令和６年１１月に居宅の事務員として戻ってまいりました。    

縁の下の力持ちとして、ケアマネジャーの皆様が気持ちよ

く仕事ができるようにと心がけています。  

どうぞよろしくお願いいたします。 



 
 
事業の展開 
   社会福祉法人和楽会は、「己の和」 「連帯の和」 「地域との和」の三つの「和」を基本理念とし、これを実践するため各事業所の意見も取り

入れながら、新たにMission、Vision、Valueを構築した。これにより、全職員が共通の方向性を持ち理念に基づいた具体的な行動が取れる体制

を整備した。 

実践の概要 

① 業務改善への取り組み    情報共有の ICT化。「介護職サポートセンターひろしま」による伴走支援をうけ、新しい視点や行動を取り入れ、記録業務 

 の改善に成功した。今後さらなる業務改善に助成金を活用しながら取り組むよう努める。 

② 利用者満足度の向上     満足度調査を継続実施し、調査結果をもとに、利用者様及び家族様の要望に応じたサービスを行った。 

③ 事業継続計画(BCP)の策定   策定および職員に対する研修及び仮想訓練を実施した。 

④ 人材確保への取り組み    ホームページを活用し、法人の認知向上を図った。実習生の受け入れを継続し職員による丁寧な指導が評価された結果、 

 令和７年度は新卒５名入職。加えて職員紹介制度により、新たに２名が採用となった。 

⑤ メンター制度導入        離職を防止するためメンター制度を立ち上げ、人材育成に取り組んだ。  

⑥ 感染症対策の中での面会の継続 

⑦ 経営の課題と展望       職員不足のため短期入所生活介護事業部の受け入れ人数を制限した結果、空床の増加により大幅な赤字を計上した。 

  令和７年１月からは受入れ人数を戻した。全事業所を通じて加算の取得に努めた。 

 
 

貸  借  対  照  表 
自 令和 6 年 4 月 1 日 至 令和 7 年 3 月 31 日 

                                      （単位：千円） 

勘   定   科   目 決  算 

資  産  の  部   

流動資産                             348,480 

固定資産                             877,645 

  基本財産                             658,134 

  その他の固定資産                     219,511 

   資 産 の 部 合 計                         1,226,125 

負  債  の  部   

流動負債                             35,749 

固定負債                             221,901 

   負 債 の 部 合 計                         257,650 

純  資  産  の  部   

基本金                               234,768 

国庫補助金等特別積立金               0 

その他の積立金                       43,000 

次期繰越活動増減差額                 690,707 

  次期繰越活動増減差額                 690,707 

  (うち当期活動増減差額）                 △51,888 

純資産の部合計                       968,475 

負債及び純資産の部合計               1,226,125 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報の取扱いについて・・・・個人情報保護法に基づき適正な取り扱いをしております。 

事  業  活  動  計  算  書 
自 令和 6 年 4 月 1 日 至 令和 7 年 3 月 31 日 

 （単位：千円） 

勘   定   科   目 決  算 

   サービス活動収益計 532.221 

   サービス活動費用計 585,020 

サービス活動増減差額 △52,799 

   サービス活動外収益計 6,213 

   サービス活動外費用計 2,435 

サービス活動外増減差額 3,778 

経常増減差額 △49,021 

   特別収益計 0 

   特別費用計 2,867 

特別増減差額 △2,867 

当期活動増減差額 △51,888 

前期繰越活動増減差額 742,595 

当期末繰越活動増減差額 690,707 

その他の積立金積立額 0 

次期繰越活動増減差額 690,707 

資 金 収 支 計 算 書 
自 令和 6 年 4 月 1 日 至 令和 7 年 3 月 31 日 

 （単位：千円） 

勘   定   科   目 決  算 

   事業活動収入計 538,434 

   事業活動支出計 536,822 

事業活動資金収支差額 1,612 

   施設整備等収入計 0 

   施設整備等支出計 27,271 

施設整備等資金収支差額 △27,271 

 その他の活動による収入計 1,146 

   その他の活動支出計 3,439 

その他の活動資金収支差額 △2,293 

当期資金収支差額合計 △27,952 

前期末支払資金残高 361,635 

当期末支払資金残高 333,683 

令令和和年年６６度度事事業業報報告告等等ににつついいてて 

 

 

 

 

 

 

 

【【  決決算算報報告告  】】  

  

  

○ 令和 6年度、社会福祉法人和楽会への苦情は、特養 2件、 

短期入所 1件、通所 10件、居宅 1件、訪問 0件、包括 0件 

合計 14件ありました。 

苦情は担当事業所にて会議を開き、今後改善するよう職員 

に周知徹底しました。 

○ 事業報告等の詳細については、独立行政法人福祉医療機構

（ワムネット）のホームページより、社会福祉法人の財務諸

表等電子開示システムウェブサイトにて公表しております。 


